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非イオン性界面活性剤CremophorEL(CrEL)は、さ

まざまな疎水性化合物を可溶化する溶解補助剤として

幅広く用いられている。例えば、抗癌剤パクリタキセ

ルや免疫抑制剤シクロスポリンの製剤にＣｒＥＬは含ま

れている。これらの製剤の投与ではときに副作用とし

て神経障害（感覚鈍麻､異痛、痛覚過敏、てんかん等）

の発生が問題となる。これらの製剤に共通の溶媒とし

て使用されているＣｒＥＬと神経障害の関連は従来より

指摘されてきた。神経障害には神経の興奮性を決定す

る電位依存性イオンチャネルの機能異常が関与する。

しかしながら、ＣｒＥＬがイオンチャネルの機能にどの

ような影響を与えるのかはこれまでほとんど調べられ

ていない。

本研究ではヒト神経芽腫細胞株SH-SY5Yにホール

セルパッチクランプ法を適用し、ＣｒＥＬが電位依存性

Na+チャネル電流およびＫ+チャネル電流にどのよう

な作用を及ぼすかを検討した。その結果､CrELはチャ

ネル電流を減少させるだけでなく、電流のカイネテイ

クスも変化させることを見出した。これらの解析から

CrELは細胞膜への作用を通じてイオンチャネルの立
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